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ソニーの取組事例のご紹介
ソニーグループ株式会社
常務 御供 俊元
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本日お話しさせて頂く事

1. 経営と知財の一体化の事例
2. IRにおける知財情報の発信事例
3. ESGとその知財への転用の事例
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知財問題は設立当初からソニーの経営に大きな影響を与える問題であった

1952年9月15日付新聞記事

米国企業に対して特許侵害訴訟を提起

Wall Street Journalの全面広告

交流バイアス訴訟（1951~） Betamax訴訟（1976~）
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東京通信工業 特許原簿 1946年~

1946年5月 7日 東京通信工業設立
1946年5月 9日 「簡易搬送通信方式の改良」 出願
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東京通信工業 組織図 1957年

特許1部

知的財産リスクマネジメント部

商標部

企画管理部

知的財産インキュベーション部

知的財産センター

常務 知財担当

特許2部

特許3部

業務部
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ソニー 社内報 1968年

なお、「他部課においてなんらかの法律、役所、業界についてわか
らない時は、当グループにお問合せいただければ、お役にたちたい
と思います」とは担当者の声である。
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ソニー 週報 1967年
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東京通信工業 会社案内

1952年：東京通信工業株式会社概要「東京通信工業のあらまし」より 1956年：東京通信工業会社案内より
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統合報告書：2019年度

https://www.sony.com/ja/SonyInfo/IR/library/corporatereport/CorporateReport2019_J.pdf

強みとするテクノロジーの強化と新たなテクノロジーによる価値創出（抜粋）
技術開発の成果を価値創造につなげるためには、知的財産権として可視化することも有効です。自社のみならず、他社の技術も含
めて全体を可視化することで、技術進化の予測が可能になると同時に、自社で注力すべき技術領域と、補完すべき技術領域が明
確になります。
ソニーは、この可視化によって得られた知見を研究開発ロードマップに絶えずフィードバックすることで、自社技術の強みを一層強
化し、また不足する領域は、自社で開発すべきか、外部の知見を活用してオープンコラボレーションの形態をとるかを都度、適切
に見極め、効率的かつスピード感を持って、技術開発の成果を社会に最大限還元することを目指しています。
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統合報告書：2020年度

https://www.sony.com/ja/SonyInfo/IR/library/corporatereport/CorporateReport2020_J.pdf

価値創出事例：ソニーにとってのコンテンツIP（抜粋）
コンテンツIPは、事業ごとにその特性や取得・強化方法が異なり、財務諸表においても営業権や子会社株式、のれんなどさまざまな
形で計上されますが、いずれも将来の収益を生み出す「アセット」です。ソニーの各事業分野では、環境が変化し続ける中、集中的
な投資やM&Aを通じてコンテンツIPを充実・強化しています（下図参照）
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統合報告書：2021年度

https://www.sony.com/ja/SonyInfo/IR/library/corporatereport/CorporateReport2021_J.pdf

CFOメッセージより

 キャピタルアロケーション（抜粋）
戦略投資については、2012年度からの第一次中期経
営計画以降、IP/DTC、テクノロジー、自己株式を優先
領域として、段階的に投資を増やしてきています。なお、
最優先領域のIP/DTCには過去9年間で約1兆円の投
資を実行しています。
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メディアによる特許力評価

IFI CLAIMS社による米国特許年間取得するランキング(2013)
出典：https://www.ificlaims.com/rankings/rankings-misc-top-50-2013.htm
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US Blockchain 特許ランキング
Rank Name

1 Bank of America

2 IBM

3 MasterCard

4 FMR LLC

5 World Award Foundation

6 The Toronto-Dominion 
Bank

7 Coinbase

8 402 Technologies

9 Accenture

10 Dell

11 Intel

12
Sony
Verizon Source: Envision IP (Jan 2018)

http://patentvue.com/2018/01/12/blockchain-patent-filings-dominated-by-financial-services-industry/

（Technology Industryの中では4位）

Envision IPが2018年1月に発表した
USブロックチェーン特許ランドスケープでは、
ソニーは全体で12位にランクインした
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Blockchainに関するネット記事（事例）

US20170310653

-Secure user verification using 
data stored on the Blockchain

WO2017/090329

-Object evaluation using 
Evaluation data stored on the 
Blockchain (for example, 
student evaluation)

US20180218027, US20180219686

- New consensus algorithm, and 
Blockchain architecture for IoT
devices. 
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Industry 4.0のエコシステム
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Sony Innovation Fund（CVC）の設立と拡大

2016~ 2019~ 2020~

79 Investments 32 Investments

※投資実行件数は2021年8月末時点の実績

Both discovering and nurturing startups that can contribute 
to Sony and maximizing investment returns

2 Investments
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Sony Innovation Fund：投資先のESG取組支援プログラムを開始

→ 投資先の長期的かつサステナブルな企業価値を評価し、向上を支援する
https://www.sony.com/ja/SonyInfo/News/Press/202106/21-037/
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Sony Startup Acceleration Program：社外向けサービス提供実績 115件

※2021年7月末実績
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既存特許にESGの観点を追加した事例

OESプロジェクト (Open Energy System)
サステイナブルな電力社会の実現するためのシステム

バイオマス
（米の籾殻）

Triporousプロジェクト
籾殻から生みだされた多孔質カーボン素材

多孔質炭素材料
トリポーラスTM

SOLプロジェクト (Small Optical Link)
光ディスクで培った技術を小型衛星に搭載
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■Error Correction Code Technology (5 ファミリー)

好感度、小型、低消費電力の長距離レーザーコミュニケーションシステム

■ソニーのオプティカルディスクテクノロジーを採用

✔ Optical control mechanism using optical disk technology
✔ Multiple light source simultaneous emission for getting sufficient illumination

■Fine Pointing Control Technology (30 ファミリー)

FEATURES

Optical Pickup

多くの技術を宇宙へ

Small Optical Link（SOL）プロジェクト

Optical Head

【Future Works】
• Higher Bit-Rate
• Secure Communication
• AI Operation
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https://github.com/SonyCSL/APIS

グリッド (DC-OES)

特許: 33件（11ファミリー）

5年に渡る実証実験 (2014~2020)

OES 特許ポートフォリオの形成

オープンソース化（2020）
• Autonomous Power Interchange 

System (APIS)

LF Energyとの協業
• Microgrid Initiative “Hyphae”

Fundamental Patents：
granted in JP/US/CN/EP(DE,NL)

https://www.eetimes.com/lf-energy-and-sony-csl-to-
collaborate-on-an-open-source-microgrid-project/

Open Energy System (OES) プロジェクト
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トリポーラス（Triporous）

朝日新聞 （2014年5月29日 朝刊）

多孔質炭素材料
トリポーラスTM

リチウムイオン電池／キャパシタ

バイオマス
（米の籾殻）

トリポーラス特有の吸着特性を発見

材料・製法から、用途・アプリまで幅広く出願済み（18ファミリー出願）

野焼きや埋立されていた籾殻を原料にすることで
環境汚染の改善や気候変動の緩和に貢献

洗顔製品（MOON-X社）や ㈱イッセイミヤケ
はじめアパレル分野での製品化が加速
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